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第
１　

は
じ
め
に

平
成
24
年
の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
、
再
び
議

員
立
法
で
「
政
務
活
動
費
」（
現
在
の
地
方
自
治
法

１
０
０
条
14
項
）
に
衣
替
え
し
た
政
務
調
査
費
で
あ

る
が
、
そ
の
支
出
の
違
法
性
が
争
わ
れ
る
事
案
が
後

を
絶
た
な
い
よ
う
で
あ
る
。
執
行
機
関
の
違
法
支
出

を
監
視
す
べ
き
議
会
の
会
派
・
議
員
が
、
自
ら
の
違

法
支
出
を
問
わ
れ
る
と
い
う
由
々
し
き
事
態
で
あ

り
、
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
関
心
事
の
１
つ
で
も
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
26
年
７
月
１
日
の
兵
庫

県
議
に
よ
る
記
者
会
見
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
議
員

の
認
識
は
存
外
甘
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
政
務
調
査
費
の
支
出
の
違
法
性
が
争

わ
れ
た
最
新
の
最
高
裁
判
例
を
取
り
上
げ
、末
尾
に
、

こ
れ
ま
で
に
あ
っ
た
最
高
裁
判
例
に
つ
い
て
整
理
し

て
み
た
い
。

第
２　

最
高
裁
平
成
25
年
１
月
25
日
判

決１　

事
案
の
概
要

⑴　

地
方
自
治
法
は
、
１
０
０
条
13
項
（
法
令
に
つ

い
て
は
当
時
の
も
の
。
以
下
同
じ
。）
で
「
普
通
地

方
公
共
団
体
は
、
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
議
会
の
議
員
の
調
査
研
究
に
資
す
る
た
め
必
要

な
経
費
の
一
部
と
し
て
、
そ
の
議
会
に
お
け
る
会
派

又
は
議
員
に
対
し
、
政
務
調
査
費
を
交
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
政
務
調
査

費
の
交
付
の
対
象
、
額
及
び
交
付
の
方
法
は
、
条
例

で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
定
め
、
こ
れ
を

受
け
た
「
目
黒
区
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条

例
」（
以
下
「
本
件
条
例
」
と
い
う
。）
は
、
10
条
で

「
政
務
調
査
費
の
交
付
を
受
け
た
会
派
又
は
議
員
は
、

当
該
政
務
調
査
費
を
別
に
定
め
る
使
途
基
準
に
従
っ

て
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
定
め
、
こ
れ

を
受
け
た
「
目
黒
区
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る

規
程
」（
以
下
「
本
件
規
程
」
と
い
う
。）
は
、
５
条

で
「
条
例
第
10
条
の
使
途
基
準
は
、
別
表
の
と
お
り

と
す
る
。」
と
定
め
、
さ
ら
に
別
表
「
政
務
調
査
費

使
途
基
準
」（
以
下
「
本
件
使
途
基
準
」
と
い
う
。）

で
「
調
査
研
究
費
」、「
資
料
作
成
費
」、「
広
報
費
」

等
の
項
目
ご
と
に
、
そ
の
内
容
を
定
め
て
い
る
。
な

お
、「
調
査
研
究
費
」
の
内
容
は
「
会
派
又
は
議
員

が
行
う
目
黒
区
の
事
務
及
び
地
方
財
政
に
関
す
る
調

査
研
究
並
び
に
調
査
の
委
託
に
要
す
る
費
用
（
調
査

委
託
費
、
交
通
費
、
宿
泊
費
等
）」
で
あ
り
、「
資
料

作
成
費
」
の
内
容
は
「
会
派
又
は
議
員
が
議
会
審
議

に
必
要
な
資
料
を
作
成
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費

政
務
調
査
費
と
し
て
許
容
さ
れ
る
範
囲

弁
護
士

羽
根
　
一
成

重
要
判
例
に
学
ぶ

地
方
自
治
の
知
識

政
務
調
査
費
返
還
命
令
処
分
取
消
請
求
事
件

最
高
裁
平
成
25
年
１
月
25
日
判
決
（
判
例
時
報
２
１
８
２
号
44
頁
、
一
部
破
棄
差
戻
）

原
審
：
東
京
高
裁
平
成
21
年
９
月
29
日
判
決
（
判
例
時
報
２
０
８
１
号
７
頁
、
控
訴
棄
却
）

一
審
：
東
京
地
裁
平
成
20
年
11
月
28
日
判
決
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
１
２
９
１
号
２
０
９
頁
、
請
求
認
容
）
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（
印
刷
・
製
本
代
、
原
稿
料
等
）」
で
あ
り
、「
広
報
費
」

の
内
容
は
「
会
派
又
は
議
員
が
行
う
議
会
活
動
及
び

目
黒
区
政
に
関
す
る
政
策
等
の
広
報
活
動
に
要
す
る

経
費
（
広
報
誌
・
報
告
書
等
印
刷
費
、
送
料
、
交
通

費
等
）」
で
あ
る
。

ま
た
、
本
件
条
例
は
、
13
条
で
「
区
長
は
、
政
務

調
査
費
の
交
付
を
受
け
た
会
派
の
代
表
者
又
は
議
員

に
対
し
、
当
該
会
派
又
は
議
員
が
そ
の
年
度
に
お
い

て
交
付
を
受
け
た
政
務
調
査
費
の
総
額
か
ら
、
当
該

会
派
又
は
議
員
が
そ
の
年
度
に
お
い
て
し
た
支
出
の

う
ち
政
務
調
査
費
を
充
て
た
も
の
の
総
額
を
控
除
し

て
残
余
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
残
余
の
額
に
相
当

す
る
額
の
政
務
調
査
費
の
返
還
を
命
ず
る
こ
と
が
で

き
る
。」
と
定
め
て
い
る
。

⑵　

目
黒
区
議
会
議
員
Ｘ
（
原
告
、
被
控
訴
人
、
被

上
告
人
）
は
、
自
ら
原
告
と
な
っ
て
住
民
訴
訟
（
公

募
提
案
方
式
に
よ
り
売
却
先
を
決
定
し
、
随
意
契
約

の
方
法
に
よ
り
本
庁
舎
跡
地
を
売
却
し
た
こ
と
が
違

法
で
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
。
以
下
「
別
件
住
民
訴

訟
」
と
い
う
。）
を
提
起
・
追
行
し
、
交
付
を
受
け

て
い
た
平
成
17
年
度
分
の
政
務
調
査
費
の
中
か
ら
、

本
件
使
途
基
準
に
い
う
「
調
査
研
究
費
」
と
し
て
、

①
「
住
民
訴
訟
テ
ー
プ
反
訳
」、
②
「
住
民
訴
訟
証

人
尋
問
速
記
反
訳
」、
③
「
住
民
訴
訟
控
訴
印
紙
代

及
高
裁
提
出
用
切
手
」
の
費
用
を
支
弁
し
た
（
以
下
、

①
の
支
出
を
「
本
件
支
出
一
」、
②
の
支
出
を
「
本

件
支
出
二
」、③
の
支
出
を
「
本
件
支
出
三
」
と
い
い
、

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
「
本
件
各
支
出
」
と
総
称
す

る
。）。
な
お
、
本
件
支
出
一
は
、
目
黒
区
情
報
公
開

条
例
に
基
づ
き
、
目
黒
区
本
庁
舎
跡
地
等
土
地
利
用

計
画
審
査
委
員
会
の
審
議
の
内
容
を
別
件
住
民
訴
訟

の
証
拠
・
参
考
に
す
る
と
し
て
開
示
請
求
し
、
開
示

を
受
け
た
議
事
録
の
録
音
テ
ー
プ
の
反
訳
・
複
製
を

反
訳
業
者
に
委
託
し
た
際
に
要
し
た
費
用
で
あ
り
、

本
件
支
出
二
は
、
別
件
住
民
訴
訟
に
お
け
る
目
黒
区

職
員
の
証
言
及
び
Ｘ
の
供
述
の
速
記
を
、
裁
判
所
の

尋
問
調
書
と
は
別
に
、
速
記
業
者
に
委
託
し
た
際
に

要
し
た
費
用
で
あ
り
、
本
件
支
出
三
は
、
別
件
住
民

訴
訟
で
控
訴
す
る
際
に
高
裁
に
提
出
し
た
印
紙
代
・

郵
券
代
で
あ
る
。

目
黒
区
監
査
委
員
は
、「
本
件
各
支
出
は
い
ず
れ

も
住
民
訴
訟
の
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
政

務
調
査
費
の
使
途
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
。」
と
し

て
、
目
黒
区
長
に
対
し
、
Ｘ
に
対
し
て
本
件
各
支
出

の
合
計
額
で
あ
る
13
万
５
７
２
５
円
を
不
当
利
得
と

し
て
返
還
請
求
す
る
よ
う
勧
告
し
た
。

こ
の
監
査
結
果
を
受
け
て
、
目
黒
区
長
は
、
返
還

理
由
を
「
平
成
19
年
４
月
27
日
付
け
で
目
黒
区
監
査

委
員
か
ら
違
法
・
不
当
な
支
出
で
あ
る
と
さ
れ
た
た

め
」
と
し
て
、
Ｘ
に
対
し
て
、
前
記
13
万
５
７
２
５

円
の
返
還
を
命
じ
た（
以
下「
本
件
処
分
」と
い
う
。）。

本
件
は
、
本
件
処
分
を
不
服
と
し
て
、
Ｘ
が
目
黒

区
（
被
告
、
控
訴
人
、
上
告
人
）
に
対
し
て
本
件
処

分
の
取
り
消
し
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

２　

争
点

①　

本
件
各
支
出
は
本
件
使
途
基
準
に
適
合
し
な

い
か

②　

本
件
処
分
の
理
由
付
記
に
不
備
は
な
い
か

３　

判
旨

本
判
決
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
、
本
件
支
出

三
は
本
件
使
途
基
準
に
適
合
し
な
い
違
法
が
あ
る
と

判
断
し
て
、
原
判
決
を
破
棄
し
、
争
点
②
に
つ
い
て

審
理
を
尽
く
さ
せ
る
た
め
に
原
審
に
差
し
戻
し
た
。

な
お
、
差
戻
後
の
東
京
高
裁
平
成
25
年
６
月
20
日
判

決
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
１
３
９
３
号
１
２
８
頁
）
は
、

本
件
処
分
の
理
由
付
記
（
目
黒
区
行
政
手
続
条
例
14

条
「
行
政
庁
は
、
不
利
益
処
分
を
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
名
宛
人
に
対
し
、
同
時
に
、
当
該
不
利
益
処
分

の
理
由
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」）
に
不
備
は

な
い
と
し
、上
告
さ
れ
る
こ
と
な
く
確
定
し
て
い
る
。

⑴　

地
方
自
治
法
１
０
０
条
13
項
「
の
趣
旨
は
、
議

会
の
審
議
能
力
を
強
化
し
、
議
員
の
調
査
研
究
活
動

の
基
盤
の
充
実
を
図
る
た
め
、
議
会
に
お
け
る
会
派

又
は
議
員
に
対
す
る
調
査
研
究
の
費
用
等
の
助
成
を

制
度
化
し
た
も
の
で
あ
る
」。

し
た
が
っ
て
、「
本
件
使
途
基
準
が
調
査
研
究
費

の
内
容
と
し
て
定
め
る
「
会
派
又
は
議
員
が
行
う
目

黒
区
の
事
務
及
び
地
方
行
財
政
に
関
す
る
調
査
研
究

並
び
に
調
査
…
委
託
に
要
す
る
経
費
」
と
は
、
議
員

の
議
会
活
動
の
基
礎
と
な
る
調
査
研
究
及
び
調
査
の

委
託
に
要
す
る
経
費
を
い
う
も
の
で
あ
り
、
議
員
と
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し
て
の
議
会
活
動
を
離
れ
た
活
動
に
関
す
る
経
費
な

い
し
当
該
行
為
の
客
観
的
な
目
的
や
性
質
に
照
ら
し

て
議
員
の
議
会
活
動
の
基
礎
と
な
る
調
査
研
究
活
動

と
の
間
に
合
理
的
関
連
性
が
認
め
ら
れ
な
い
行
為
に

関
す
る
経
費
は
、
こ
れ
に
該
当
し
な
い
」。

⑵　
「
住
民
訴
訟
の
提
起
（
上
訴
の
提
起
を
含
む
。

以
下
同
じ
。）
及
び
追
行
は
、
地
方
議
会
の
制
度
と

は
別
個
独
立
の
自
己
完
結
的
な
争
訟
制
度
を
通
じ
て

地
方
公
共
団
体
の
執
行
機
関
又
は
職
員
の
財
務
会
計

上
の
違
法
な
行
為
又
は
怠
る
事
実
を
是
正
し
又
は
予

防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
裁
判
所
に
対
し
法
令
と

証
拠
に
基
づ
く
法
的
判
断
を
求
め
て
請
求
の
実
現
を

図
り
攻
撃
防
御
を
行
う
司
法
手
続
上
の
争
訟
活
動
を

内
容
と
す
る
行
為
で
あ
り
、
客
観
的
に
み
て
、
議
会

の
審
議
能
力
の
強
化
を
図
る
た
め
に
議
会
の
議
員
活

動
の
基
礎
と
な
る
も
の
と
し
て
情
報
や
資
料
を
収
集

す
る
調
査
や
研
究
の
活
動
と
は
、
本
来
の
目
的
や
性

質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。」

し
た
が
っ
て
、「
住
民
訴
訟
の
提
起
及
び
追
行
は
、

そ
の
客
観
的
な
目
的
や
性
質
に
照
ら
し
て
、
そ
れ
自

体
と
し
て
は
、
議
員
の
議
会
活
動
の
基
礎
と
な
る
調

査
研
究
活
動
と
の
間
に
合
理
的
関
連
性
が
認
め
ら
れ

な
い
」。

以
上
検
討
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、「
議
員
に
よ

る
住
民
訴
訟
の
提
起
及
び
追
行
そ
れ
自
体
の
た
め
に

費
用
が
支
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
支
出
は
、
本

件
使
途
基
準
の
調
査
研
究
費
の
支
出
に
該
当
し
な

い
」。も

っ
と
も
、「
住
民
訴
訟
を
提
起
し
追
行
す
る
議

員
が
、当
該
訴
訟
の
提
起
及
び
追
行
を
端
緒
と
し
て
、

そ
の
過
程
で
そ
の
結
果
と
し
て
…
取
得
し
た
情
報
や

資
料
を
、
当
該
訴
訟
の
追
行
と
は
別
途
に
、
議
会
活

動
に
関
し
て
、
そ
の
基
礎
と
な
る
調
査
研
究
又
は
議

会
審
議
に
必
要
な
資
料
の
作
成
や
議
会
活
動
の
広
報

等
に
用
い
る
た
め
に
費
用
が
支
出
さ
れ
た
場
合
に

は
、
そ
の
費
用
が
本
件
使
途
基
準
の
調
査
研
究
費
又

は
資
料
作
成
費
や
広
報
費
等
の
他
の
項
目
に
該
当
す

る
と
み
る
余
地
が
あ
り
、
当
該
情
報
や
資
料
が
住
民

訴
訟
を
端
緒
と
し
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
直
ち
に
当
該
支
出
が
お
よ
そ
本
件
使
途
基
準
に
適

合
し
な
い
支
出
で
あ
る
と
ま
で
は
」
い
え
な
い
。

⑶　

本
件
支
出
三
は
、「
別
件
住
民
訴
訟
の
提
訴
者

で
あ
る
被
上
告
人
に
よ
る
控
訴
の
提
起
に
係
る
訴
訟

費
用
（
控
訴
提
起
手
数
料
の
印
紙
代
及
び
予
納
す
べ

き
送
達
費
用
の
切
手
代
）
の
支
出
で
あ
り
、
議
員
に

よ
る
住
民
訴
訟
の
提
起
及
び
追
行
そ
れ
自
体
の
た
め

の
費
用
の
支
出
で
あ
っ
て
、
本
件
使
途
基
準
の
調
査

研
究
費
の
支
出
に
該
当
せ
ず
、
…
本
件
使
途
基
準
に

適
合
し
な
い
支
出
で
あ
る
」。

こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
支
出
一
・
二
に
つ
い
て
は
、

「
被
上
告
人
は
、
目
黒
区
議
会
の
審
議
に
お
い
て
、

本
件
跡
地
等
の
売
却
に
つ
い
て
自
ら
の
主
張
に
係
る

問
題
点
を
究
明
し
て
議
論
の
対
象
と
す
る
た
め
に
本

件
跡
地
等
の
売
却
に
関
す
る
質
問
を
す
る
な
ど
の
議

会
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
文
書
化
さ
れ
た

資
料
は
、
別
件
住
民
訴
訟
と
は
別
途
に
、
被
上
告
人

が
現
に
行
っ
て
い
る
議
員
と
し
て
の
上
記
の
議
会
活

動
に
関
し
て
、
被
上
告
人
の
参
加
す
る
質
疑
等
の
議

会
審
議
に
必
要
な
資
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
あ
」
る
し
、「
そ
の
内
容
が
…
自
身
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
や
広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
、
上
記
の
議
会

活
動
の
広
報
に
供
す
る
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
」。
な
お
、「
上
告
人
の
政
務
調
査
費
の
交
付
に
係

る
条
例
又
は
規
則
等
の
定
め
に
お
い
て
、
本
件
使
途

基
準
の
項
目
を
異
に
す
る
支
出
に
つ
き
交
付
の
手
続

等
が
異
な
る
な
ど
の
事
情
は
う
か
が
わ
れ
な
い
。」

し
た
が
っ
て
、「
本
件
支
出
一
及
び
本
件
支
出
二

は
、
い
ず
れ
も
、
被
上
告
人
の
議
員
と
し
て
の
議
会

活
動
に
関
し
て
、
被
上
告
人
の
参
加
す
る
質
疑
等
の

議
会
審
議
の
参
考
に
供
す
る
資
料
又
は
そ
の
議
会
活

動
の
広
報
に
供
す
る
資
料
を
作
成
す
る
た
め
に
支
出

さ
れ
た
費
用
と
し
て
、
本
件
使
途
基
準
の
資
料
作
成

費
又
は
広
報
費
の
項
目
に
該
当
す
る
支
出
で
あ
」り
、

「
本
件
使
途
基
準
に
適
合
し
な
い
支
出
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
。」
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第
３　

実
務
上
の
検
討

１　

住
民
訴
訟
の
費
用
と
政
務
調
査
費

近
時
、
市
民
派
の
議
員
を
中
心
に
、
自
ら
原
告
と

な
り
住
民
訴
訟
を
提
起
す
る
例
が
見
受
け
ら
れ
る

が
、
本
判
決
は
、
従
来
意
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
住

民
訴
訟
の
費
用
と
政
務
調
査
費
の
関
係
に
つ
い
て
、

最
高
裁
が
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
し
て
、
実
務
上
重

要
な
意
義
を
有
す
る
。

２　

政
務
調
査
費
該
当
性
と
使
途
基
準
適
合
性

⑴　

地
方
自
治
法
１
０
０
条
13
項
は
、
政
務
調
査
費

を
「
議
会
の
議
員
の
調
査
研
究
に
資
す
る
た
め
必
要

な
経
費
の
一
部
」
で
あ
る
と
し
、
条
例
（
そ
れ
を
受

け
た
使
途
基
準
）
で
定
め
る
の
は
、
前
記
政
務
調
査

費
の
「
交
付
の
対
象
、
額
及
び
交
付
の
方
法
」
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
条
例
で
独
自
の
規
制

を
設
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
個
々
の
支
出
が
適
法
な
も
の
で
あ

る
と
い
え
る
た
め
に
は
、
当
該
支
出
が
政
務
調
査
費

（
地
方
自
治
法
１
０
０
条
13
項
）
に
該
当
す
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
（
政
務
調
査
費
該
当
性
）、
使
途
基

準
に
適
合
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
使
途
基
準

適
合
性
）。仮
に
使
途
基
準
が
政
党
活
動
、選
挙
活
動
、

後
援
会
活
動
、
私
人
と
し
て
の
活
動
な
ど
の
費
用
を

項
目
に
定
め
て
お
り
、
た
と
え
当
該
支
出
が
そ
の
使

途
基
準
に
適
合
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な

使
途
基
準
の
定
め
自
体
が
違
法
無
効
で
あ
り
（
憲
法

94
条
、
地
方
自
治
法
14
条
１
項
）、
当
該
支
出
も
（
少

な
く
と
も
、
地
方
自
治
法
１
０
０
条
13
項
に
定
め
る

政
務
調
査
費
と
し
て
は
）
違
法
と
な
る
。

本
判
決
の
争
点
①
で
問
題
と
な
っ
た
、
住
民
訴
訟

の
提
起
・
追
行
を
す
る
た
め
に
支
出
し
た
費
用
が
適

法
な
も
の
な
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

使
途
基
準
適
合
性
の
問
題
以
前
に
、
政
務
調
査
費
該

当
性
の
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
本
判
決

が
使
途
基
準
適
合
性
（
本
件
使
途
基
準
に
い
う
「
調

査
研
究
費
」
に
該
当
す
る
の
か
）
の
問
題
と
し
て
処

理
し
て
い
る
の
は
、
当
事
者
の
主
張
に
よ
り
形
成
さ

れ
た
争
点
が
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ

る
と
思
わ
れ
る
。

⑵　

と
こ
ろ
で
、
前
記
の
と
お
り
、
地
方
自
治
法

１
０
０
条
13
項
は
、
政
務
調
査
費
を
「
議
会
の
議
員

の
調
査
研
究
に
資
す
る
た
め
必
要
な
経
費
の
一
部
」

で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
「
政
務
調

査
費
」
の
定
義
（
政
務
調
査
費
該
当
性
の
判
断
基
準
）

と
し
て
十
分
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
本
判
決
が
、
本
件
使
途
基

準
に
い
う
「
調
査
研
究
費
」
に
つ
い
て
、「
議
員
と

し
て
の
議
会
活
動
を
離
れ
た
活
動
に
関
す
る
経
費
な

い
し
当
該
行
為
の
客
観
的
な
目
的
や
性
質
に
照
ら
し

て
議
員
の
議
会
活
動
の
基
礎
と
な
る
調
査
研
究
活
動

と
の
間
に
合
理
的
関
連
性
が
認
め
ら
れ
な
い
行
為
に

関
す
る
経
費
は
、
こ
れ
に
該
当
し
な
い
」
と
判
示
し

た
こ
と
は
参
考
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
当
該
判
示
が
理
由
と
す
る
、
地
方
自

治
法
１
０
０
条
13
項
の
趣
旨
（
政
務
調
査
費
は
、
議

会
の
審
議
能
力
を
強
化
し
、
議
員
の
調
査
研
究
活
動

の
基
盤
の
充
実
を
図
る
た
め
、
議
会
に
お
け
る
会
派

又
は
議
員
に
対
す
る
調
査
研
究
の
費
用
等
の
助
成
を

制
度
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
）
は
、
本
件
使
途
基

準
に
い
う
「
調
査
研
究
費
」
だ
け
で
な
く
、「
資
料

作
成
費
」、「
広
報
費
」
と
い
っ
た
す
べ
て
の
項
目
に

共
通
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
政
務
調
査
費
該
当
性

が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
議
員
と
し
て
の
議
会
活

動
に
関
す
る
経
費
（
地
方
自
治
法
２
０
３
条
２
項
の

費
用
弁
償
の
対
象
と
な
る
も
の
は
除
く
。）
又
は
当

該
行
為
の
客
観
的
な
目
的
や
性
質
に
照
ら
し
て
、
議

会
活
動
の
基
礎
と
な
る
調
査
研
究
と
の
間
に
合
理
的

な
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
行
為
に
要
す
る
経
費
で
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
こ
と
は
衣
替
後
の

政
務
活
動
費
に
も
概
ね
妥
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑶　

こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
本
件
使
途
基
準
に
い

う
「
広
報
費
」（
会
派
又
は
議
員
が
行
う
議
会
活
動

及
び
目
黒
区
政
に
関
す
る
政
策
等
の
広
報
活
動
に
要

す
る
経
費
）
は
、
そ
の
説
明
に
苦
慮
す
る
こ
と
に
な

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
議
会
活
動
や
区
政
に
関
す

る
政
策
に
つ
い
て
区
民
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
も
議

員
が
行
う
べ
き
議
会
活
動
の
１
つ
で
あ
る
、
な
い
し

広
報
活
動
に
際
し
て
区
民
か
ら
苦
情
、
要
望
、
意
見
、

情
報
を
求
め
て
お
り
（
あ
る
い
は
広
報
活
動
は
そ
の

こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
お
り
）、
議
会
活
動
の
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基
礎
と
な
る
調
査
研
究
と
の
間
に
合
理
的
な
関
連
性

が
あ
る
と
説
明
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

３　

使
途
基
準
の
項
目
の
拘
束
性

Ｘ
は
、
政
務
調
査
費
収
支
報
告
書
を
提
出
し
（
地

方
自
治
法
１
０
０
条
14
項
（
現
在
の
15
項
）、
本
件

条
例
11
条
１
項
「
政
務
調
査
費
の
交
付
を
受
け
た
会

派
の
代
表
者
又
は
議
員
は
、
当
該
政
務
調
査
費
に
係

る
収
入
及
び
支
出
の
報
告
書
…
を
、
翌
年
度
の
４
月

末
日
ま
で
に
議
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」）、
同
報
告
書
に
は
、「
調
査
研
究
費
」
の
内
訳

と
し
て
、
本
件
支
出
一
～
三
を
計
上
し
て
い
た
が
、

本
判
決
は
、
本
件
支
出
一
・
二
に
つ
い
て
、「
本
件
使

途
基
準
の
資
料
作
成
費
又
は
広
報
費
の
項
目
に
該
当

す
る
支
出
で
あ
」
り
、「
本
件
使
途
基
準
に
適
合
し

な
い
支
出
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と

し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
使
途
基
準
適
合
性
を
判
断
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
使
途
基
準
の
項
目
の
い
ず
れ
か
に

適
合
し
て
い
れ
ば
よ
く
、
収
支
報
告
書
に
お
い
て
計

上
し
た
項
目
に
は
拘
束
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、「
上
告
人
の
政
務
調
査
費
の
交
付
に
係

る
条
例
又
は
規
則
等
の
定
め
に
お
い
て
、
本
件
使
途

基
準
の
項
目
を
異
に
す
る
支
出
に
つ
き
交
付
の
手
続

等
が
異
な
る
な
ど
の
事
情
は
う
か
が
わ
れ
な
い
。」

事
案
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
項
目
を

異
に
す
る
支
出
に
つ
き
交
付
の
手
続
等
が
異
な
っ
て

い
る
と
き
に
は
、
収
支
報
告
書
に
お
い
て
計
上
し
た

項
目
に
拘
束
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

４　

住
民
訴
訟
資
料
の
事
後
的
利
用

本
件
支
出
一
・
二
に
よ
り
文
書
化
さ
れ
た
資
料
は
、

も
と
も
と
別
件
住
民
訴
訟
の
た
め
に
取
得
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
本
判
決
は
、
そ
の
こ
と
に
触
れ
る
こ
と

な
く
、「
本
件
支
出
一
及
び
本
件
支
出
二
は
、
い
ず

れ
も
、
被
上
告
人
の
議
員
と
し
て
の
議
会
活
動
に
関

し
て
、
被
上
告
人
の
参
加
す
る
質
疑
等
の
議
会
審
議

の
参
考
に
供
す
る
資
料
又
は
そ
の
議
会
活
動
の
広
報

に
供
す
る
資
料
を
作
成
す
る
た
め
に
支
出
さ
れ
た
費

用
と
し
て
、
本
件
使
途
基
準
の
資
料
作
成
費
又
は
広

報
費
の
項
目
に
該
当
す
る
支
出
で
あ
」る
と
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
①
議
会
審
議
又
は
広
報
の
た
め

に
取
得
し
、
議
会
審
議
又
は
広
報
の
た
め
に
用
い
た

場
合
、
②
議
会
審
議
又
は
広
報
の
た
め
に
取
得
し
た

が
、
検
討
の
結
果
、
議
会
審
議
又
は
広
報
の
た
め
に

用
い
な
か
っ
た
場
合
、
③
住
民
訴
訟
の
た
め
に
取
得

し
、
議
会
審
議
又
は
広
報
の
た
め
に
用
い
た
場
合
、

④
住
民
訴
訟
の
た
め
に
取
得
し
、
議
会
審
議
又
は
広

報
の
た
め
に
用
い
な
か
っ
た
場
合
の
う
ち
、
①
②
に

つ
い
て
政
務
調
査
費
該
当
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、

④
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
異
論
は
な
い

と
思
わ
れ
る
が
、
住
民
訴
訟
資
料
の
事
後
的
利
用
で

あ
る
③
に
つ
い
て
も
、
政
務
調
査
費
該
当
性
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

５　

政
務
調
査
費
返
還
命
令
の
処
分
性

一
般
に
、
法
律
上
の
原
因
な
く
し
て
他
人
の
財
産

に
よ
り
利
益
を
受
け
、
こ
れ
に
よ
り
他
人
に
損
失
を

及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
不
当
利
得
と
い
い
、
そ
の
こ

と
に
よ
り
損
失
を
受
け
て
い
る
者
は
、
不
当
利
得
の

返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る（
民
法
７
０
３
条
）。

政
務
調
査
費
に
該
当
し
な
い
の
に
政
務
調
査
費
の

交
付
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
不
当
利
得
そ

の
も
の
で
あ
り
、
区
長
が
そ
の
返
還
を
求
め
る
こ
と

は
、
不
当
利
得
返
還
請
求
で
あ
っ
て
、
本
件
条
例
13

条
に
定
め
る
区
長
の
政
務
調
査
費
返
還
命
令
の
法
的

性
質
は
、
不
当
利
得
返
還
請
求
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
そ
れ
故
に
、
目
黒
区
監
査
委
員
も
、
不
当
利

得
と
し
て
返
還
請
求
す
る
よ
う
勧
告
し
て
い
る
し
、

仮
に
目
黒
区
長
が
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
目
黒

区
民
は
、
目
黒
区
を
被
告
と
し
て
、
Ｘ
に
対
し
不
当

利
得
返
還
の
請
求
を
す
る
こ
と
を
求
め
る
住
民
訴
訟

を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
（
地
方
自
治

法
２
４
２
条
の
２
第
１
項
４
号
）。

し
か
し
、
本
件
訴
訟
の
訴
訟
形
式
は
、
債
務
不
存

在
確
認
訴
訟
で
は
な
く
、
政
務
調
査
費
返
還
命
令
の

取
消
訴
訟
で
あ
り
、
当
事
者
の
主
張
に
よ
り
争
点
が

形
成
さ
れ
て
い
な
い
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
本
判
決

も
そ
の
こ
と
を
問
題
と
し
て
い
な
い
。そ
う
す
る
と
、

政
務
調
査
費
返
還
命
令
は
行
政
処
分
で
あ
る
（
正
確

に
は
、行
訴
法
３
条
２
項
に
定
め
る
処
分
性
が
あ
る
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
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第
４　

政
務
調
査
費
関
連
の
最
高
裁
判

例
政
務
調
査
費
の
支
出
の
違
法
性
が
争
わ
れ
る
事
案

は
多
い
が
、
最
高
裁
判
例
と
し
て
は
、
文
書
提
出
命

令
や
情
報
公
開
に
関
す
る
も
の
を
除
け
ば
、
本
判
決

を
除
き
以
下
の
３
つ
に
限
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
議

員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
議
会
事
務
局
の
職
員
な
ど

政
務
調
査
費
に
関
わ
る
職
員
も
留
意
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

１　

最
高
裁
平
成
21
年
７
月
７
日
判
決
（
判
例
時

報
２
０
５
５
号
44
頁
）・
最
高
裁
平
成
22
年
２

月
23
日
判
決
（
判
例
時
報
２
０
７
４
号
69
頁
）

こ
れ
ら
は
、
使
途
基
準
が
「
会
派
が
行
う
」
政
務

調
査
活
動
と
定
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
務

調
査
費
が
所
属
議
員
の
政
務
調
査
活
動
に
支
出
さ
れ

た
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

前
者
は
、「
会
派
に
申
請
し
、
会
派
の
代
表
者
及

び
経
理
責
任
者
か
ら
そ
の
活
動
内
容
及
び
金
額
の
承

認
を
得
た
上
で
、
経
理
責
任
者
か
ら
そ
の
金
員
の
交

付
を
受
け
た
」
の
で
あ
れ
ば
、「
本
件
各
会
派
の
代

表
者
が
し
た
承
認
は
、
会
派
の
名
に
お
い
て
、
各
所

属
議
員
の
発
案
、
申
請
に
係
る
調
査
研
究
活
動
を
会

派
の
た
め
の
も
の
と
し
て
当
該
議
員
に
ゆ
だ
ね
、
又

は
会
派
の
た
め
の
活
動
と
し
て
承
認
す
る
趣
旨
の
も

の
と
認
め
る
余
地
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
認
め
ら
れ

る
場
合
に
は
、
本
件
使
途
基
準
に
い
う
「
会
派
が
行

う
」と
の
要
件
は
満
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。」と
し
、

後
者
は
、
そ
の
具
体
的
態
様
に
つ
い
て
、「
市
民
自

由
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
は
、
所
属
議
員
が
実
施
す
る
調

査
研
究
の
内
容
を
記
載
し
た
政
務
調
査
費
支
出
伝
票

を
会
派
の
経
理
責
任
者
に
提
出
し
、
会
派
の
代
表
者

で
あ
る
会
長
が
そ
の
支
出
を
承
認
し
、そ
の
承
認
後
、

政
務
調
査
費
が
支
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
」お
り
、

「
市
民
自
由
ク
ラ
ブ
の
会
長
が
本
件
各
支
出
に
つ
い

て
し
た
承
認
は
、
市
民
自
由
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
内
部

的
に
決
定
さ
れ
た
正
規
の
政
務
調
査
費
支
出
の
手
続

に
則
し
て
、
会
派
の
名
に
お
い
て
行
わ
れ
た
も
の
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
そ
の
承

認
は
、
会
派
自
ら
が
し
た
承
認
と
評
価
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
そ
の

所
属
議
員
の
発
案
、
申
請
に
係
る
調
査
研
究
活
動
を

会
派
の
た
め
の
も
の
と
し
て
当
該
議
員
に
ゆ
だ
ね
、

又
は
会
派
の
た
め
の
活
動
と
し
て
承
認
す
る
趣
旨
の

も
の
と
認
め
る
」
と
し
て
い
る
。

２　

最
高
裁
平
成
22
年
３
月
23
日
判
決
（
判
例
時

報
２
０
８
０
号
24
頁
）

こ
れ
は
、
任
期
満
了
の
１
か
月
な
い
し
４
か
月
半

前
に
パ
ソ
コ
ン
・
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
等
を
購
入
し
、
任

期
満
了
後
の
選
挙
に
も
立
候
補
し
な
か
っ
た
事
案
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
最
高
裁
判
決
は
、
前
記
事
案
の
事
実
に
加
え
て

「
本
件
議
員
ら
は
10
年
か
ら
20
年
以
上
に
わ
た
る
議

員
と
し
て
の
経
験
を
有
す
る
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な

手
元
に
残
る
物
品
を
在
職
中
初
め
て
購
入
し
た
り
、

緊
急
の
必
要
性
も
な
く
買
い
換
え
た
り
し
た
」
と
い

う
「
事
実
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
件
各
支

出
は
調
査
研
究
の
た
め
の
必
要
性
に
欠
け
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ

り
、
そ
の
場
合
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
本
件

各
支
出
は
本
件
使
途
基
準
に
合
致
し
な
い
違
法
な
も

の
と
判
断
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

不
当
利
得
返
還
の
請
求
を
す
る
こ
と
を
求
め
る
住

民
訴
訟（
地
方
自
治
法
２
４
２
条
の
２
第
１
項
４
号
）

の
訴
訟
物
は
不
当
利
得
返
還
請
求
権
で
あ
る
か
ら
、

利
得
が
法
律
上
の
原
因
に
基
づ
か
な
い
こ
と
（
当
該

支
出
が
使
途
基
準
に
適
合
し
な
い
こ
と
）
の
主
張
立

証
責
任
は
原
告
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
最
高
裁
判
決

は
、
明
示
的
に
は
述
べ
て
い
な
い
が
、
原
告
が
そ
の

こ
と
を
推
認
さ
せ
る
一
般
的
・
外
形
的
な
事
実
を
主

張
立
証
し
た
場
合
、
被
告
が
反
証
で
き
な
い
と
、
当

該
支
出
は
使
途
基
準
に
適
合
し
な
い
と
判
断
さ
れ
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

も
と
よ
り
、
原
告
が
、
疑
い
が
あ
る
と
主
張
し
て

い
る
だ
け
で
は
、
当
該
支
出
が
使
途
基
準
に
適
合
し

な
い
こ
と
を
推
認
さ
せ
る
一
般
的
・
外
形
的
を
主
張

立
証
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、

任
期
満
了
の
１
か
月
な
い
し
４
か
月
半
前
に
パ
ソ
コ

ン
・
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
等
を
購
入
し
た
こ
と
、
任
期
満

了
後
の
選
挙
に
立
候
補
し
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、

10
～
20
年
以
上
に
わ
た
る
議
員
経
験
を
有
す
る
議
員
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が
手
元
に
残
る
物
品
を
在
職
中
初
め
て
購
入
し
た
こ

と
、
緊
急
の
必
要
性
も
な
く
買
い
換
え
た
こ
と
が
立

証
さ
れ
れ
ば
、
事
実
上
の
立
証
責
任
の
転
換
が
生
じ

る
こ
と
に
な
る
。
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